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論文審査の要旨 

 

侵襲性 GBS（Streptococcus agalactiae）感染症は近年高齢者と新生児の間で増加傾向に

ある。本研究では、奈良で 2007 年～2016 年の間に検出された GBS 40 株（小児 10 株・

大人 30 株）による侵襲性感染症の臨床的評価と、40 株の phenotype と genetype の多様

性を評価した。新生児では、早期型感染者が 6 例、後期型感染者が 4 例であった。出生

時合併症を有する新生児における早期発症型侵襲性 GBS 感染症の頻度がこれまでの報

告よりも高く、出生時合併症と早期発症疾患とに関連性がある可能性が示唆され、予防

的抗菌薬投与は、出生時の合併症を持つ患者では再検討を要すると考えられた。成人で

は、患者の平均年齢は 68 歳（男性：63％）で、原発性菌血症が最も一般的な感染源で

あった。最も多く同定された株は、小児で serotype Ia ST23（40％）、成人で serotype Ib ST10

（17％）であり、serotype Ib 株はレボフロキサシン耐性であった。pulsed-field gel 

electrophoresis では，薬剤耐性を有する特異的なクローンが 10 年前から水平方向に蔓延

していたことが示された。 

公聴会では、海外で分離される株との違い、新生児での予防的抗菌薬投与法について

の質問があったが、serotype, MLST の解析ではヨーロッパ、東南アジアで分離される株

とは異なること、ガイドラインに記載されているタイミング、量、回数に検討の余地が

残っていること、など適切かつ的確に回答した。以上より、本研究は今後の侵襲性 GBS

感染症の治療法、伝播形態、疫学に新しい知見を与えられると思われ、博士課程の学位

論文としてふさわしいものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに微生物学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。 
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